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Proteomic analysis reveals significant
alternations of cardiac small heat shock
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ProteomicAnalysis Reveals Significant Alternations ofCardiac
SmallHeat ShockProteinExpressioninCongestiveHeartFailure






















Heat shock protein（HSP）27、HSP20、Haptoglobin alpha and beta chain　と同定でき、






















































不全群で増加していたタンパク質は　AIpha B crystallin、Heat shock
PrOtein（HSP）27、HSP20、HaptoglobinaTphaandbetachainと同定でき、一方
減少していたタンパク質はMyoglobin、Fatty acid binding protein（FABP）
Tropomyosin alpha chainと同定できた。増加していたうちの5つのスポットは
いずれもsmallHSPに属するタンパク質であり、翻訳後修飾としてリン酸化の評
価をしたところalpha B crystaⅢnではSerine（Ser）－59が、HSP27ではSer－78
とSer－82が増加していた。SmallHSPはリン酸化して活性化し心保護的に働くこ
とが報告されており、心不全においてのSmaJJHSPの増加とそのリン酸化は心不
全に対して代償的に働いていると考えられた。プロテオーム解析は心不全病態の
分子機構を明らかにする新しい手法であり、本研究はsmallHSPとそのリン酸化
が心不全の診断や治療の新たなターゲットとなり得る可能性を兄いだした。よっ
て、博士（医学）の学位を授与するに値すると評価された。
（平射か年⊥月3日）
